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論文内容の要旨
原子核反応に於ける偏極現象は核反応機構及び核構造を解明する上で極めて重要であり，散乱軽粒
子に対する測定は多く行われてきた。然るに反跳核に対する測定は実験技術上困難な点が多く殆んど
行われていない。
この仕事に於いては，核反応 11 B(d, p)12 B によって生成される β放射性核 12 B(Iπ= 1 +, TJ.i' =20ms) 
の核偏極並びに磁気準位占有率を，以下に述べる核磁気共鳴 (NMR) 遷移を用いた新しい方法により
広い入射重陽子エネルギー (Ed = 1 ~ 4 Mev) 及び反跳角 (8R=15~650 ) の範囲にわたって測定するこ
とができた。
β放射性核の核偏極は，偏極核からのβ線が非対称角度分布を示すことを利用して ， ß 線の非対称
度の測定から求められる。この時， NMR遷移によって核偏極をならし， β 線の角度分布を一様にする
ことを用いれば， β線検出器その他の非対称度の影響を除いた観測が可能となる。さらにまた NMR
遷移の利用によって，磁気準位占有率の測定が可能となる。即ち，生成反跳核が磁気相互作用に加え
て電気四重極相互作用を受ける場合には，磁気準位間隔が異ることを利用して，それらの個々に対応
する共鳴遷移を起し，その際の核偏極の変化の測定から，すべての磁気準位占有率が決定できる。こ
の場合，反跳生成核を強い外吉岡並場中に置かれたタンタル箔にうめ込みその内部場を利用した。ただ
し，磁気準位占有率の一義的な決定には，場と核モーメントとの相互作用の符号を知ることが必要で、
あった。磁気相互作用の符号は知られているが，電気四重極相互作用の符号は新たに決定する必要が
あった。 11B( d, p)12 B 反応の P寸/角相関から求めた 12 B の核整列の符号とタンタル箔にうめ込んだ
12 B の NMR の結果との比較から電気四重極相互作用の符号が負であることが決定できた。
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測定された核偏極及び磁気準位占有率を，歪曲波ボルン近似 (DWBA) 計算の結果と比較した。計算
結果は必ずしも十分実験結果を再現しなかった。しかしこれらの解析によって，磁気準位占有率から
は，散乱軽粒子の偏極の測定その他から知ることが困難であった移行核子の占める j 軌道状態聞の混
合について有用な知見が得られることがわかった。
この NMR遷移を用いた反跳核の偏極現象の測定方法は，反跳核がβ放射性核の場合に広く応用で
きるものである。なお次の諸点も明きらかになった。 (1)種々の試料に 12B をうめ込んだ時の電気四重
極相互作用の符号が 12 B をタンタル箔にうめ込んだ時の符号から一義的に定まる。 (2)核整列は電気
四重極相互作用が働く場合， NMR遷移により核偏極に変換されることを 12 B の場合について示し，核
偏極のみに依存する β 崩壌の非対称現象を核整列の研究にも応用できることを示した。
論文の審査結果の要旨
原子核反応にむける偏極現象の研究は，反応の機構と核構造とを明らかにする上で重要なものであ
り，多くの研究が行われてきた。しかし反応生成核については，適当な偏極検出手段が知られず，研
究が進んで、いなかった。
堀正義君の研究では，反応生成核がベータ一放射性核の場合，偏極核からのベーター崩壌の非対称
性を用いてその偏極度を測定することを進めた。このさい，核の偏極度は核磁気共鳴遷移を利用して
変化できることと，更に，磁気相互作用に加えて電気四重極相互作用の働く場合は，磁気準位聞の個
個の選移を別々に誘起できることとを利用し，生成核の核偏極のみならず，その磁気準位占有率の凡
てを決定するこのができた。ただしその一義的な決定には四重極相互作用の符号を決定することも必
要であった。実験は，核子移行反応が主な機構である 11 B( d, p)12 B 反応について行ない，その測定に
成功した。 測定結果は歪波ボルン近似を用いた理論的予想と比較した。その結果，生成核の磁気準位
占有率の観測からは，従来の観測量からは得ることが困難で、あった，移行粒子の角運動量 j の異なる
状態の混合比についての新しい知見が得られることを示した。
以上のごとく堀正義君の論文は，新しい実験手段の導入によって，今迄研究が進んで、いなかった反
応生成核の偏極現象の観測に成功し，またその測定結果が原子核反応と構造の解明に有用な知見を与
えることを示したものであり 博士論文として十分な価値があることを認める。
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